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施設園芸の主要病害発生予測 AIによる総合的病害予測・ 

防除支援ソフトウェア開発 
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２ 研究期間：2018～2022年度（5年間） 

 

３ 研究目的 

施設園芸主要品目の各種病原菌の発生条件を解明して AI と統合し、病害の発生

と薬剤耐性菌の発達を抑えるアドバイス機能を持たせることによって、施設園芸主

要品目の総合的病害予測・防除支援ソフトウェアを開発する。 

 
４ 研究内容及び実施体制 

① 感染好適条件の解明 

トマトのうどんこ病及びすすかび病、キュウリのべと病及び褐斑病、いちごの

うどんこ病及び炭疽病について、感染及び潜伏期間の温度湿度等の環境反応性を明

らかにし、感染及び潜伏期間のモデル確立に繋げる。（千葉大学園芸学部、秋田県立大学

生物資源利部、岩手県農業研究センター、広島県立総合技術研究所農業技術センター） 

 

② 感染発病モデルの構築 

べと病等の取り扱い困難な病気についても、感染発病をパラメータとしたモデル

を短期間でつくる手法を確立し利用する。（秋田県立大学生物資源科学部） 

 

③ 病害低減行動の検討及び低減行動につながるソフトウェアの開発 

生産現場で病害低減や耐性菌発達抑制につなげられる行動を解析し、低減行動を

喚起する真に実用的なソフトウェアを開発する。（ボッシュ株式会社） 

 

④ ほ場における発病予測検証と改良並びに実用性の実証 

①～③で得られた成果をほ場で実証する。 
（香川県農業試験場、岩手県農業研究センター、広島県立総合技術研究所農業技術センター、

岡山県農林水産総センター、福岡県農林業総合試験場、宮崎県総合農業試験場） 

    
５ 達成目標 

施設栽培で多発するトマト等の４種以上の病害について、病害発生と薬剤耐性菌

発達を抑えるアドバイス機能を持つ病害予測 AIをセンサーネットワークに実装し

て実用化し、予防的防除と病害低減による収量増加を計る。 

 
６ 期待される効果・貢献 

予防的防除と病害低減により、収量・品質、農産物価格および食生活の安定化に

寄与するとともに、農作業の高度化・軽労化に貢献する。 

 
【連絡先 公立大学法人秋田県立大学 018-872-1500】 
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研究の目的 
 

 

 

 

 

   

研究内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トマト うどんこ病、すすかび病 

キュウリ べと病、褐斑病 

イチゴ うどんこ病、炭疽病 

   

達成目標 

平成 32年度まで 4種以上の病害の感染好適条件の解明、予測 AIの試作完了 

平成 32年度まで 病害と薬剤耐性菌発達を抑えるアドバイス機能を実装 

平成 34年度まで 実証を通じ、精度、ユーザビリティ及び AIの改善、 

施設栽培で多発する対象の６病害のうち４種以上について、病害と薬剤耐性菌発達を

抑えるアドバイス機能を持つ病害予測 AIをセンサーネットワークに実装して実用化 

 

⇒これらにより、予防的防除と病害低減による収量増加を達成 

   

期待される効果・貢献 

・予防的防除と病害低減により収量・品質が安定、農産物価格及び食生活の安定化 

・農作業の高度化、軽労化 

 

 
 
 

課 題 

・温暖化の進行に伴う病害虫の発生及び

まん延による食料供給の不安定化 

・施設園芸分野での薬剤耐性菌発達 

・世界の中でも多い農薬使用量 

期 待 

・病害虫の発生予察技術を高度化 

・農薬使用量の低減 

・薬剤耐性菌が発達しにくい薬剤の利用技術 

・ビッグデータ解析技術やＡＩ技術 

病原菌の発病条件 

の解明 

（千葉大学、岩手県農

業研究センター、広島

県立総合技術研究所） 

病原菌の温湿度等

の感染好適気象 

の検出技術開発 

（秋田県立大学： 
 代表機関） 

病害予測 AI への統合、病害と薬剤耐性菌発達
を抑えるアドバイス機能開発（ボッシュ㈱）  

現地栽培施設での実証、普及 

(岩手県農業研究センター、岡山県農林水産総

合センター、広島県立総合技術研究所、香川県

農業試験場、福岡県農林業総合試験場、宮崎県

総合農業試験場) 

対象品目・病害 
 

AI 

感染リスク・アドバイス 

通信機 

温度湿度 

日射量 


